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Ⅱ 研究仮説 

Ⅰ 授業において ，コンビー タ を取り入れ，わかりやすい 具体的な情報や 個人に合った 問題を提 

示し解決することにより ，児童の学習に 対する意欲が 高まり，学習の 定着がはかられるであ 

ろ っ 、 。 

2  学習の過程において 知識や技能の 獲得の一つの 手段として，コンピュータに 触れ・操作の 仕 

方が分かることにより   それに慣れ ， 親しむ子が育っであ ろう。 

Ⅱ 研究内容 

1 学校教育におけるコンピュータの 位置づけ 

(1) コンピュータの 特性 

教育機器としてのコンビュー タ は，決して万能ではない。 しかし，コンビュー タ は多くの 

特性をもっている。 

① 多機能であ る。 

  これまで現れたこれに 類似している 諸教育機器のどれよりも・ 多機能で多的に 用いる 

ことができる。 

②個人差に適した 指導に有効であ る。 

・ 個人差 ( 量的，質的両面 ) 指導の有力な 一環となる。 

  子供のいろいろな 考え方，好み ，学習速度，誤答等を 類型化し，治療コースを 設定し 

たり、 学習コースを 複線化したりして ，個に迫れる。 

  試行錯誤が可能であ る。 

  コース設定の 工夫，画面の 色，動きなどの 工夫により・ 子供に興味・ 関心をもたせる 

ことができる。 

③子供自身で 用いることができる。 

  段階に応じた 子供の主体的な 利用ができる。 

， 多くの子供が 大変に興味・ 関心を持っ。 

④疑似体験ができる。 

・ 子供の興味・ 関心を喚起しながら ，疑似体験化ができる。 

⑤ 教室内ネットワークができる。 

  集団学習の中で 個別化が図られるシステムであ る。 

  双方向コミニュケーションが 図れるシステムであ る。 

  子供の学習状況をリアルタイムで 一覧でき。 学習結果を授業の 中で・指導にいかすこ 

とができる。 

・学習履歴の 一元管理を図ることができるシステムであ る。 
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(2) 学校におけるコンピュータの 利用分野学校に 料 

ける コンビュータ 利用分野の分け 方にはその観点 

の置き方により ，さまざまな 分け方があ る。 

① CAI (Computer Assisted InstrucUon, 

コンビュー タ による個別学習Ⅰ 

コンピュータのもっさまざまな 機能を利用し 

ながら学習者が 自分の能力に 応じ自分のべ ー 

スで，納得しながら 学習を進めていく 方式で 

あ る。 

② C  M  I  (Computer  Managed  InstrucUor 

コンピュータによる 教授の支援Ⅰ 

C  A  I が学習者の個 呂 Ⅱ授業を目標としている 

のに対して， CMI は同じ教授活動システム 

であ るが・教授活動を 改善することを 目的と 

して、 教授者の活動を 支援し，教授者の 機能 

を 拡充するためのコンビュー タ の利用であ る。 
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2    学習すべきことを 習得しているかチェックする 

3  問題点ないかに 解決するか診断する。 

4  教師にその結果を 知らせ m き 導に役立たせる。 

5  個人の学習を 望ましい方向に 導く。 
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③ 教具としての 利用 

コンピュータの 特 ，性を利用して 教具・として OHP  パソコン 0H P 

用いる方法 0 コンビュー タ による複雑な 現象 
色彩 ム 0  ( 鮮やか   

の シミュレーション ， アニメーション ，複雑   

な図汗う ・提示などコンピュータのクラフィッ ク 動画 ム 0  0 簡単 )   

ス 機能を有効に 用いた提示。 

いわゆる， コンピュータの OHP 的利用 ( 
修正 ム 0( 簡単 )   

正式にはⅡ skTopPresentat4on) というこ 図の部品化 や再利用 
x  0( 簡単便利 ） 

O 
とができる ooHP との違いは右図のように                                                                                                     x(   装置があ     れ     

なる。 大画面 
ば 可能 )   

x  ( 近 い 将来 可 

その他，測定器としての 利用や高速数値 討 手書き文字 の表示 O 
算 ，問題解決の 道具として利用できる。 

台岳 ) 

④教育管理業務 (Edncation Management Services) コンピュータを 学級編成，指導案 

作成．時間割作成，履修登録・ 入学者選抜，成績一覧表作成・ 成績通知表作成，指導要録 

記入といった 教育管理業務の 処理に用いるものであ る。 

⑤ コンピュータリテラシ ィ 一の教育 

コンピュータそのものを 教育の対象とするのがこの 項目であ る 0 コンビュータリテラシー 

は，狭義の意味でとらえるとコンピュータを 使う基礎的能 力 として 捉 らえ，コンビュー タ 

のハ一 ドウエア， ソフトウェアの 全般に関する 基礎 矢 n 識と ，データベース ，ワードプロセッ 

サなどの基本的な 情報処理手法を 身につけることを 目的とする教育であ る。 

⑥図書館のファイル 管理システム 

図書館では情報処理システムとして ，一般的に，愛人業務，貸出業務，情報検索業務が 

あ る 0 これらの業務をコンビュー タ で処理するとより 効率的にできる。 

⑦事務管理業務 (Business Adminjstrativc Services) 

コンビュー タ を購買，給料支払，在庫管理，人事記録，合計処理に 用いるものであ る。 

(3) 学習の形からみた 利用形態 

コンビュー タ を使った学習形態は 様々な分け方があ るが、 ここでは 6 つに分類して 説明する。 

①チュートリアル 学習 

学習者がコンビュー タと 附言舌しながら 学習を進められるように 設計されているもので・ 

学習者の応答により KR メッセージやヒントを 表示し，学習者の 理解を助けると 同時に ， 

一人ひとりに 応じた適切な 学習ができるように 複数のコースが 設けられている 学習形態 ( 

学習の個別化や 授業の最適化がねらいであ る ) 

② ドリル学習 

算数の計算問題などのように ，繰り返し問題が 提示され，学習者の 応答に対し正誤の 判 
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定や簡単なメッセージを 表示しながら 学習を進めていく 学習形態 ( 学習の定着や 技能の習 

熟をねらいとする ) 

③ 情報検索学習 

学習者がコンピュータを 操作し，学習に 必要な情報を 検索しながら 学習が進められるよ 

うになっている 学習形態 く 決まった学習コースというものはないⅠ 

④ シミュー レーション学習 

教室内で実験できない ，危険が伴う ，変化する過程が 長時間の事象について ，グラフィッ 

クやデータとなる 要因を変えながら 模擬的・疑似的に 提示し，現象の 背景に潜む原理を 発 

見する学習形態であ る ( 原理や法則の 発見等の学習に 用いられる ) 

⑤ 問題解決学習 

学習者が主体的に 問題解決をするためにデータベースを 利用して，問題解決のための モ 

デル の構築 や ，モデルの有効性や 妥当性の検証から 法則を導く手段など ，いろいろな 支援 

を コンビュー タ から受けて問題を 解決していく 過程をたどる 学習形態であ る。 

⑥ プレゼンテーション 学習 

話し手が自分の 意図を柏手に 伝えるためコンピュータを 使って様々な 情報を示し，必要 

なら加工。 変形しながら 説明を行 う 学習 形 6 を いう 。 

コンピュータを 使った学習ができる 授業場面 

学習形態 主 な 授 業 場 面 

チュート     知識，概俳，法則，原理，技能などのゼロからの 学習 

リアル 2. 発見的・探索的学習の 援助 

3. 誤った概念 て ミスコンセプション サや つまずき克服の 援助 

ドリル     すでに学習した 知識，概俳，法則，原理・ 技能などの定着 

、 ンミュレ 一     直接経験が困難な 知識，概俳，法則，原理，技能の 発見的学習 

ショ ン 2. すでに学習した 知識，概俳，法則，原理，技能などの 応用と吟味 

ツール 的 1. 知識，概俳，法則，原理などの 学習の補助 

禾 lj 片ヨ ( 情報収集，情報整理，計算，シミュレーシ ， ン ，報告書作成など ) 

(4) CA l システム形態 

コンピュータを 使って授業を 行なうときかんがえなければいけないものに 学習システムの 

形態があ る。 それは，一斉学習，個別学習・ 小集団学習におけるコンビュー タ のシステムを 

ど う するかということであ る D コンビュー タ を使 う とさらに，ネットワークという 学習シス 

テム も何台目になる。 
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ウ 情報の重要性の 認識，情報に 対する責任感 

ェ 情報科学の基礎及び 情報手段 ( 特にコンビュータ ) の特徴の理解。 基本的な操作能力 

等の習得 ア および 9 の内容は，算数のねらいを 達成することとも 深くかかわるものであ 

り・指導上十分配慮すべきことであ る。 

ェは ついて，小学校においては「コンピュータ 等を教具として 活用することを 通して， 

コンピュータ 等に触れ ， 慣れ親しませることを 基本とする」としている。 そのため， 

算数科の中でも CAI 学習ソフト等を 利用してコンビュータ 等にかかわる 指導が適切 

に行われるよ う 配慮していかなければいけない。 

(2) 算数科改善のためのコンピュータの 利用 

算数科の改善のためにコンピュータを 利用するためには ，算数科の中でのコンビュー タ の 

位置づけを明確にし ，算数科とコンピュータの 特性を生かした CA I 学習ソフト作りや 選び ， 

システム形態の 検討が必要であ る。 

①算数科の中での 位置づけ 

ァ 年間 f 旨導 計画の中での 位置づけ明確にする。 

単元目標，指導内容を 明らかにし，諸ソフト (CA l 等 ) の位置づけをする。 

ィ 単元指導計画の 中での位置づけを 明確にする。 

単元目標を構造化し 具体的な教材や 指導法を明らかにする。 その中で，個人差の 現 

れる内容，方法等を 明らかにし，諸ソフト (CAD) を位置づける。 

ゥ 学習過程の中での 位置づけを明確にする。 

学習通過を 6 段階 ( 課題提示・把握，課題解決の 見通し・問題追及，相互検討。 まと 

め ・発展・定着 ) に分け，その 中でのコンピュータを 使うと効果的な 段階を明らかに 

する。 

② CAI 学習ソフトの 内容等についての 検討。 

算数科の中で 位置づけるにしてもそのソフトの 中身でかなり 変わってくる。 

ア コンビュー タ の長所であ る個別化 ( 適応性，即時性，同時性など ) の検討。 

イ 学習過程のどの 段階でどのように 使用するかの 検討。 

ウ ソフトを自作するか ，作られているものを 使うかの検討。 

③ システム形態についての 検討。 

ア 一斉指導・ 個月 Ⅱ学習， り Ⅰ集団学習におけるシステム 形態。 

イ ネットワークシステムを 使用する 場 ・合のシステム 形態。 

個別の学習経過を 把握したときの 指導法の検討。 

学習 履暦 情報を収集した 後の分析法の 検討。 

以上のような 研究を進めていけば 算数科の改善のための 効果的なコンビュー タ の活用 

法 が明らかになるであ ろう。 
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(3) 6 段階学習指導過程 

ここでの 6 段階の学習指導過程とは ，原則的に課題提示・ 課題把握，課題解決の 見通し ， 
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主な学習 個へ 迫る 主な学習 評価の 教育 機 使 用 

学 習 指 導 過 程 形 態 主な視点 コース ポイン 器等 濃 度 

っ ・課題提示・ 把握・理解 ・一斉 OHP@ 0 

・興味・関心・ 意欲 VTR@ 0 

か ・好奇心・思考・ 発表 コ 、 拍 一 ム 

む 
タ 

見 ・課題解決の 見通し ・一斉 ，個別化 ，単線型 ェ泊 一 ム 

，方法の発表・ 表現 ・グループ ，個性 ィヒ ・複線型 タ 

通 ・個人 ・類型化 OHP@ 0 
・ベア アナラ ム 

す 
ィザ一 

と ・問題追及 ( 自主・自力 解 ，一斉 ・個別化 ・単線型形成評価 項ヱ池一 ⑨ 

決サ ク ールプ ・個性化 ・複線型 目 による スタ 

・思考・観察・ 行動・実験 ・ペア 。 類型化 モールステッアナラ ム 

・表現・鑑賞・しらべる ・個人 プ づくりフィーイザー 
ドバック   材 の 用   

( 合評価 ポ 

{ 
イント ) 

ね ・相互検討 ( 集団討議 ) ・一斉 OHP@ 0 

・グル - フ。 
りあ ・思考・発表・ 確かめる 
  
  
ま ・まとめ・発展 ・一斉 発展教材の OHP  O 

  と ・解決・進化・わかる ・個人 用意 ( 合 - ココゼ圭 0 

め 価 ポイントタ 

る 
評価 ) 

た ・定着・身につける ・個人 ・個別化 ・単線型定着教材の コメ ム一 ⑨ 
め ・補充・練習・ 次晴 へ ・ペア ・個性化 ・複線型用意 ( 含 ， タ 

ー」 す 

" """" " 廼 ' 化 価 ポイント， OHP  A 

( 「一人ひとりを 生かす学習指導の 研究」 総合評価 

神奈川県相模原市立脚野辺小学校より ) ( 事後評価 ) Ⅰ 
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(4) 算数化年間指導計画 (CAl 学習ソフトの 位置づけ ) 

⑳
 一
 6 月
 

⑩
 
一
 5
 月
 

⑳
 
7
 月
一
 9
 月
⑮
 一
 川
戸
⑳
Ⅱ
 月
 

⑳
 一
は
月
 

⑩
 一
 

一
月
一
 4
 月
 

第 6 学年の年間指導計画 ( 東京書籍 )   CAI 学習ソフト等   

、 ンミュレー 

単 元 指 導 内 容 ・ ンコ ン PCSCAI スタディその 他 

1. 分数のかけ・ 分数に整数をかけることの 意味と計算のしかた ⑥ 

算 とわり 算 ・分数を整数でわることの 意味と計算のしかた 数 X 整数 

<3 ノ 数十整数 

2. 分数のかけ 

算 
(12 ノ 

  た
 

ム
ル
 

し
 

の
 

真
味
 

 
 

珠
 算
 

意
計
 

0
6
 

と
す
 

 
 

け
を
 

 
 

数
 2
 

介
弟
 

 
 

 
 

 
 

O
 汁

姑
 

凸
刀
 

 
 

  
3 分数のわり ・分数でわることの 意味と計算のしかた ⑥ 

算 ・逆数の意味と 求め方 数十分数 

く 13>  ・逆数を用いて ，除法を乗法に 変えて計算するこ 
と 

4. 対称な形 ・線対称な図形の 意味と作図 ⑥ ⑨ ⑨ ⑥ 
く 13>  . 点対称な図形の 意味と作図 フセ クラム 2 コ - ス 1 コ - ス 

・墓木図形を 対称の視点から 考察 

⑨   

6. 比と 比の値 ・比の意味と 表し方 ⑥ 
く 11>  . 比の値の意味と 求め方 2 コ - ス 

7. 拡大図 と， ・拡大図，縮図の 意味とかき 方 ⑥ O 
図 く 9>  . 縮尺の意味と 縮図を利用した 問題 

⑨ 
フセ クラム 0 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 Ⅰ

Ⅰ
 

ノ
 
6
 

 
 
(
 

体
 

立
 

8
 

方
し
題
 

表
門
 

方
く
 

み
解
 

読
て
 

の
し
 

質
 
フ
円
 

性
ぅ
利
 

と
グ
 を
 

味
 と
質
 

意
式
性
 

の
の
の
 

 
  

 

》
 

4
 

 
 

(
 

例
 

上
ヒ
 

9
 

 
 

O
 

 
 

⑥
 

10 ．反比例 

(10) 方
 

み
 

よ
み
 

の
 よ
 

方
の
 

し
式
 

表
と
 

味
 
の
 式
 

 
 何

何
 を
 

比
比
 式
 

反
戻
 公
 

 
 

  
11. 立体の体積・ 柱体の表面積とその 求め方 

と 表面積 ・錐体の表面積とその 求め方 
く 12>  . 柱体の体積の 求め方 

・錐体の体積の 求め方 

2 学期のまと ， 2 学期の学習内容の 総復習 

めく 4 ノ 
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月 

  
Ⅰ 上 l 

月 

⑩ 
  

2 

月 

⑮ 

  
3 

月 

⑩ 

  @
 
チ
 

 
 

 
 

 
 

  

P
 

 
 

ュ
レ
 

ツ
ョ
 

-
 

 
  

 

を
 

せ
 

ム
口
 

組
 

 
 

頃
 
｜
 

 
 

内
に
 

 
 

 
 

 
 

導
壮
 

 
 

よ
 
Ⅰ
 
-
 
ん
 

の
 

指
襄
 

や
 

落
 

脱
 

五
教
 

の
 

ム
口
 

場
 

単
 

℡
 

<6> 調べる場合の 考え方 l コ - ス 

13. 資料の調・以上，以下，未満の 意味 ⑨ 

べ方   ・平均の意味とちらばりの 範囲 l コ - ス 

く 13>  . 度数分布表のつくり 方 

・柱状クラフのよみ 方と作り方 

14. いろいろ・ダイヤグラムの 読み方 O 

な グラフ ・割合を表す 年三円クラフの 理解 

く 3>  . 資料全体のちらばりの 様子や特徴を 表すグラフ 

についての理解を 深めること 

15. 私たちの・メートル 法の単位のしくみと 単位の換算 

生活と 単 ・単位「キロリットル ， ミリグラム， トン」の理解 

位 ・水の体積と 重さの関係 

<5> 

習
 

復
 

公
む
 

乾
佃
 

の
 

容
 

内
 

習
 

学
 

の
 

学
校
 

・
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
 

 
 

 
 

算
数
 

⑥
 ル
 

ィそ 

  

  

  

  

  

遥 ⑥は浦添市立教育研究所に 保管されている。 0 はその関係機関で 作成保管されている。 

  「 、 ンミュレーション」は 東京書籍発行の 束 書 ニュー CAL ソフト「小学校算数 シ、 ュ 

レーション 6 年」このソフトは 市販されているものであ るが・コンビュー タ が 1 台あ れ 

ば利用できる。 

  「 PCSCAI-l は神奈川県相模原市立教育研究所を 中心に相模原市内の 小中松 の 

先生方が作成した CAI 学習ソフトであ る。 算数だけでなく 他の教科のソフトも 充実し 

ている。 ただし PC 一 SCAI 一 CT (Ver. 5.0) がないと動かない。 

PC 一 SCA I は日本電気の CAI 教材作成支援システムであ る。 

  「スタディ」は 筑波大学学術情報処理センタ 一の中山和彦教授を 中心に全国の 小中学 

校の先生方が 作成した CAI 学習ソフトであ る。 算数だけでなく 他の教科のソフトも 充 

実している 0 ただしスタディタイム ( ェグゼ キュータ一 ) がないと動かない。 

今回の検 ; 正 授業ではこのスタディライターを 使ってコースを 作成した。 

スタディタイム ，スタディライターはシャープシステムプロタクト 株式社会の CA I 教 

材作成支援システムであ る。 
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(5) 達成度テストの 分析から単元選択 

検証授業単元を 選択する視点は 次の様なことで 選ぶ。 

・ 達成度テストで 定着率が 50% 以下のもの 

  6 年生半 元 ものも 

  CA I 学習ソフトが ，あ るもの 

年
一
 

6
 

年
一
 
5
 

年
一
 

年
一
 
4
 

一
 3
 

賭
射
 
賭
拓
 

度
イ
 

8
9
 
7
9
 

 
 

 
 

 
 

6
9
 
4
A
 

2
3
 
4
4
 

 
 

 
 

 
 

鱒
用
捷
算
 

積
利
 Ⅱ
 る
計
 

 
 

 
 

2
 
 の
 

 
 

長
計
 棚
は
四
     

積を概算でもとめる 

月クフラフから 割合口 

大きさをもとめる 

4 分の 1 の円の求積 
平行四辺形の 求積 

正五角形の性質 

26.8% 

33.2% 
35.6% 
39.0% 

48.0% 

点対称な図形の 作図 
分数・整数の 混合計算 

拓
拷
 

-
 Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
 
l
 
Ⅰ
 

 
 

4
 
 

Ⅰ
 
上
 

2
3
 

  

上の表からみると 3 つの条件を ぉ 

平成 3 年達成度テスト   達成度   CAI 学習ソフト 

 
 

除法 ( 金 )                     
 
  

 

デ
 

タ
 

 
 

 
 

⑨
 

面
積
 

賭
射
 

7
9
 

 
 

8
4
 

3
4
 す

 
表
 

 
 

 
 

用
式
 

｜
て
 

不
 
l
 

の
っ
 

別
使
 

計
算
法
 

ロ
ム
を
 

クラフから割合の 大き 面積⑨にスタディ PCSCAl) 
さを読みとる 35.3%  割合⑥ (PCSCAI) 
2 分の 1  の円の求積 40 ． 3% 

小数の割り算の 余りの 

大きさがわかる 46% 拷 

分数の除法の 意味がわ 対称な形⑥ ( シミュ トシ， 

かり正武ができる 27.5% ン ・ PCSCAl) 一 。 Pcsc"" 
分数の除・ 法 ⑨ ( シミュレショ 拷 

PCSCAI) 

i たしているのは ，「点対称な 図形の作図」「分数・ 整数の混合 

計算」「分数の 除法の意味がわかり 立式 できる」の 3 項目であ る。 その中でも一番正答率が 低 

く ， CAI 学習ソフトが 充実しているということから「，点対称 な図形の作図」を 選ぶことに 

した。 

その指導にあ たってのポイントが「達成度テスト 分析結果のまとめ」に 次のように書かれてあ 

る 。 点対称な形についての 意味 や ，性質を，操作活動を 通して考察させることが 大切であ る。 対 

応 する 頂 ，点のみに限らず ，図形内の対応する   点や辺にも着目させることが 大切であ る。   点対称を 

書くには，書く 方法を点対称な 図形の意味や 性質と結びつけ ，定規 やコン バスを「何のために」 

「なぜそこで 使 う のか」を考えさせることも 大切であ る。 
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W  指導の実際 

算数科学習指導案 

]  単元 対称な形 

2  単元の目標 

①線対称な形，点対称な 形の観察や操作を 通して，線対称や 点対称の概念を 理解するとと 

もに，対称な 形やその美しさに 関心をもつ。 また，「肘ホ ホ の 軸 」「対称の中心」の 意味を知 

り，対応する 点や 辺と ・その対称の 軸。 対称の中心に 関する性質を 理解する。 CC(l) アコ 

②基本図形を 線対称，点対称などの 対称性に着目して 観察し，基本図形に 対する理解を 一 

層 深める。 ( C(1) ア   

3  単元設定の理由 

平成 2 年度， 3 年度実施された 達成度テスト 分析結果のまとめから 点対称の問題の 正答率が 

24.5% と正答率が低かった。 そこへコンビュー タ を使用することで 正答率があ がるのではない 

かと考えこの 単元を選んだ。 

ところで，この 単元では，これまで 学習してきた 基本的な図面について、 対称性という 新し 

い 観点から考察することによって ，平面図形の 理解をいっそう 深めることを 意図している。 

所学年 迄に 扱った基本的な 図形には，三角形や 四角形，正多角形，円などがあ り操作するこ 

とにより，これらの 図形の，性質やかき 方などを学んできた。 さらに，垂直や 平行，合同といっ 

た観点から図形を 考察してきた。 

また・低学年の 時から折る ， 重ねる，まわすなどの 操作をとおして ，対称な図形にはふれて 

きており、 安定感のあ る均整のとれた 美しい形として 日常生活の中で 親しんでいる。 

このような学習経験をふまえて ， 本 単元では，対称な 形について観察したり 具体的な活動を 

したりして，線対称や 点対称な形の 性質やかき方を 学習する。 また，対称， 性 という観点から 基 

本 的な図形を見直すこともする。 その際，対称な 形の性質を考察したり・その 性質を活用して 

弁別や作図することをとおして 概念の明確化を 図っていくとともに ，図形のもつ 美しさを感じ 

取ることができるようにする 0 そして，図形の 中に対称性を 見抜く 力 を伸ばすことによって ， 

平面図形の理解をいっそう 深めていくのであ る。 

4  単元の教材構造 

5 年 6 年 中学 

5 単元 ア C 

・合同の意味とその 弁別 ・線対称な形の 概念 ど 性質 

き方 
・点対称な形の 概念と性質 
・対称図形の 作図 
・対称性に着目した 基本的な 

図形の考察 

  

転移動，線対称移動，魚井   
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5. 指導計画 

  動 学 習 活 指導のねらい   C、！   
  

時
間
 

ホ
ホ
 

対
 

4
 

%
 
%
 

 
 

・線対称な図形を 観察し ，線 

・線対称な図形を 観察し ，線 ㍉   

・綴文摘ホ な囲 杉の性質を調べる。 

・対応する辺の 長さや対応する 

角の大きさを 比べる。 

⑥「線対称」の 概念と弁別 

0 「対称の軸」の 意味 

0 対応する点や 対応する 辺 ・ 対 L 

する角の意味 

0 対応する辺の 長さや対応する 角 

の大きさはそれぞれ 等しいこと Ⅱ ｜ 

・対応する点を っ なぐ直線と、 ⑨対応する点を っ なぐ直線と、   

称 の 軸 との関係を調べる。 の 軸に関する性質   
・線対称な図形の 性質を利用し 0 線対称な図形の 性質を利用した 0 
て ・線対称な図形をかく。 作図のしかた   

田
 

干
 
ト
 

た
 

時
ド
 

対
 

イ
付
 

占
 Ⅳ
 

2
 

回転させて重なるかどうか ;  0  「対称の中心」の 意味 

べる。   

 
 

 
 

点
 
対
角
 

 
 
・対応する点を っ なぐ直線と 

称の中心との 関係を調べる。   ・対応する点を   っ   なぐ直線と目   
・点対称な図形の 性質を利用し 

て，点対称な 図形をかく。 

 
 

 
 

，
す
い
と
 

辺
応
 し
一
線
 

 
 

 
 点

意
辺
は
 一
点
 
関
 

 
 0

 
0
 
 一
 
⑨
 

0, 点対称な図形の 性質を利用した 

作図のしかた 

  
O 

古 時 

3 線対称ギ 

点対称な図形 

2 時間 

・基本的な四角形について ， ⑨基本的な四角形や 三角形にっ 、 

対称 か 点対称かを調べる。 ての線対称 や ，点対称の性質 
・基本的な三角形について ， 

対称 か 点対称かを調べる。 

・正多角形や 円について， 線 ・・⑥正多角形や 円について線対称 や 

称か 点対称かを調べる。   ，点対称の，性質 

4  まとめ ・練習問題をやる。 

，単元来テスト 

0 学習内容の適用と 習熟   

0 学習成果の診断 
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6 本 時の学習 

山主題名 点対称な図形の 作図 

① ねらい 

ア 対応する点を 結ぶ線分は対称の 中心で 2 等分されることの 性質を用いて・ 対称の中心の 

反対側にあ る部分の形をかくことができるようにさせる。 

4    点対称な形の ， 珪 質をまとのたり ，作図をする 道具としてコンピュータを 操作することに 

より，それに   潰れ親しませる。 

②準備 コンピュータ 機器 6 台， OHP l 台，スクリーン 1 脚 ・ TP7 枚，フロッピ 一 ml 枚 

③観点利目標 

ア 関心，態度・ 意欲 

・ 点対称な図形の 美しさに関心を 示している。 

  作図のしかたについていろいろな 方法を見つけようとする 態度がみられる。 

  コンビュー タ をつかって作図をしようとする 意欲がみられる。 

ィ 数学的な考え 方 

・ 対応する点は、 対称の中心を 通る直線上にあ り，かっ，対称の 中心から等距離にあ 

る 性質を用いて 論理的に説明できる。 

ゥ 表現・処理 

・点対称な形を 作図することができる。 

ェ 矢口 調 ・理解 

・点対称な形の   性質をつかった 作図のしかたがわかる。 

④ 授業仮説 

ア 算数の授業において ， CAI 学習ソフトを 使い，点対称な 形の性質をきちんとおさ 

えねば ，作図のしかたを 論理的に考えることができ ，その考えを 使って作図ができるで 

あ ろう。 

イ 点対称な形の 作図をコンピュータをつかってかくことにより、 学習に主体的な 関わ 

ろ う とする意欲と 態度が養われるであ ろう。 
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⑤ 展開 

学習指導 
過程・時間 

① っ かむ 

(7 分 ) 

  主な学習内容   展開の流れ   教材・教具と 留意事項 

 
 

く 導入 ) 

・「点対称」の 学習をす 

ることを確認 

・ CAI 学習ソフトを 抜 

作する キ 一を rrp を使っ 

て確認 

・今日の学習のねらい 

点対称 " 形 。 ， 牲 質を使っ 

て作図ができる 

評価Ⅰ 

ねら ぃ を っ かめたか         

・点対称な形の 性質を馬 

ぃ 出させる。 

①対応する 2 つの点を 

っ なぐ直線は，対称 

の中心を通る。 

②対称の中心から ，対 

応する 2 つの点まで 

の長さは等しい。 

評価 2   
            点対称な性質を 思 、 ぃ出           

          せたか。   

  

画
 

始
 

閑
ほ
 

ピ
 

イ
 

 
 
タ
 

 
 

 
 

    

 
 

" 口   
N 

w@@ 雙質 を目 い 出した 
    

「 ' - シミュレ 一 "" ション Y 

N  Y 

ヒント 

    

・黒板に板書 

bITP  11 で使用キ ー を確認 

・入れる場所を 間違わな、 

ように 

フロッピ 一 ( 2X5 枚 ) 

スタディタイム                                     上に 

S テヒタづ 。 ィスク                               不に 

・ CA I 学習ソフトのキ ー 

操作がきちんとできて、 

るか 机間 巡視 

  ㎏   ， """"" 

シ ビュー タ に設置 

内容は点対称な 形の作図 

の手順を示したソフト。 
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  展 開 の 流 れ 教材・教具の 留意事項 

・点対称な形の 作図の 兜 

(5 分 )  点対称な形の 性質を 

  

点対称な形の 作図の 

をかんがえなさい 

評価 3 此 ---- 一 
・考えたら作図用のフロッ 

            点対称な形の 作図の           
ビ ー を取るように 指示 

          しかたを予想できた             
プ ロ ， ピ ー ( 2 X5 枚 ) 

次の指示画面 一 ; 図形ソフト                         
        か 

上に     H データーディスク                   不に 

  
* 教師が操作確認 

    
③ とく ・点対称な形を 作図す ; 初期画面   目 。 """" 。 

(10 分 る 
示 画面表示 

線 ・ 色 ( 赤 ) . 太さ・ 

問題 1  元 い 点が対 弔 
クリッド・ フ アイルの呼び 出 

の中心になる し 

よ 棒回 
    

先生に 

きく   
  

  

・コンピュータの 面面を 

(10 分   て話し合う。 

④ねりあ ぅ ・作図のしかたに つ い，作図のしかたの 話し合い 

使って作図のしかたを 
言舌 し合 う。 
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導
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現
 

す
 ）
 

め
分
 

た
 8
 

⑥
（
 

  

主な学習内容   展 開 の 流 れ 

・作図のポイントをま 

とめる 

①図形の各頂点から 
対称の中心に 直線 

をひく。 

②その直線を 2 倍し 

たきょりに点をと 

る。 

③それらの点を 線で 

結ぶ。 

評価 4 

 
  
 

よ
り
 

@
 

 
 

価
 

 
 

 
 

 
 

め
 て
く
 

図
っ
か
 

作
 か
を
 

 
 

・問題 1 ができたら。 

もんだ け 2 ～ 4 から 

選んでためしてみる。 

・まとめ 

Y 

作図 

問題 2 

問題 3 

問題 4 

できた 

  
雙ニ 

教材・教具と 留意事項 

 
 

  

  回 。 " 。 ". 。 "" 

  回 。 。 。 "" 

・印刷は教師がする   

問題 2                         易 L, い 問題 

問題 3                         普通の問題 

問題 4                         難しい問題 

* 自分が挑戦したいも㏄ 

を選ばせ， 番号の小さ 

い順に解かせる 

( 2 人いるので ) 

・目で自己確認 
，印刷は教師がする 

  匝   ' 。 。 。   '" 

E 口刑 しておく ( 宿題 ) 

⑥評価 

ァ ， 点対称な形を 作図するとき ，対称図形のもつ 性質をつかって 作図するよさを 認め。 

それを用いて 作図しょうとする 関心・態度がみられたか。 

イ ． 点対称な形の 作図を ，丸 ぽホ図形のもつ 性質をつかって ，論理的に考えることができ 

たか。 

ゥ ， 点対称な形の 作図を，対称図形のもつ 性質をつかってかくことができたか。 

ェ ・ コンピュータをつかって   点対称な形の 性質をつかんだり ，作図をしようとする 意欲 

と 態度がみられたか。 
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7. まとめと反省 

① 授業研究会より 

ア ． 授業者の反省 

  子供たちがコンピュータに 触れたのは ] 時間程度なので 操作に慣れるのに 時間がか 

かるのではないかと 思ったが，予想したより 早く子供たちが 慣れてくれた。 

  問 Ⅰは易しい問題と 難しい問題のどちらからやろうか 迷ったが易しいのからやった。 

  CA 「学習ソフトを 作りながら教材研究の 大切さがわかった。 

  点対称な形の 作図のしかたがわかった 程度で終わってしまった。 

  子供たちはコンピュータを 使った学習に 意欲的に取り 組んでいた。 

ィ ． 指導助言・意見 

  教材研究の段階で「コンピュータをど う 活用させるか」「何をねらうか」というこ 

とを意識しておくことが 大切。 

  作図のしかたを 筆記させたり ，ポイントを 子供にまとめさせるとよかった。 

  発展問題として ，自分で問題を 作り・作図させる 方法もあ る。 

  ソフトは効果的であ ったか，使いながら 工夫していく 必要はあ る。 

  ソフトの内容では ， KR メッセージ や 治療コースが 工夫されいていた。 

  作図ソフトとして ，座標で等分を 計るのではなく ，定規やコンバスがっかえるよう 

なものが作れないか。 

， 今日の授業は 触れ ， 慣れ親しむという 観点からはよかった。 

② 仮説からみた 児童の活動 

本 時の授業における 授業仮説はっ ぎ の 2 つ であ る。 

ァ ．算数の授業において ， CAI 学習ソフトを 使 い ，，点対称な 形の性質をきちんとおさえ 

れば作図のしかたを 。 ，ム 輔理 的に考えるしとができ、 "  Ⅰ "  その考えを使って "  作図ができるであ "  ろ つ " 。 

      ろ
 

わ
 

関
 

 
 
 
 

的
 

体
 

主
 

 
 

 
 

習
 

学
 

り
 

よ
 

 
 
 
 

と
 

こ
 

{
 

ム
月
 

て
 

 
 

由
ル
 

 
 

阪
 

イ
 

授業の流れをおっていくと ， まず， 
く 図 1) 

，点対称な性質を 思い出すことからはじま 
コ，ビ 。 一タで宇 卸した点対 膵 な柏の件 図 l 「・Ⅱ・ ての アンケート 

る 0 ここでは比較的スムーズに 進ん               Ⅰ 4' トア   i Ⅱ           
杵 竹ミ・思い出せた ；   

でいった。 その次に作図のしかたを ℡Ⅲ " 檎ら @ 。 ，， ；   

性はを使   て 作図かできた 奇   

考える場面に 来るが， ここも ヌ、 ム一 @.@ Ⅱ           しか @; 亡     Ⅰ ， ；     Ⅰ : ；   

ズに 流れたように 見えたがここでもっ                                                 100 

[ ぷ ) 

と 工夫が必要であ った。 アンケート 
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によると全員が 考えられたとなっているが ，後で分析してみとる「論理的」に 考えたので 

はなく、 なんとなく考えさせて 進ませてしまった。 ここでノートに 書かせるとか 考えを聞 

くなどのチェックをすべきであ った。 作図に入るとみな 意欲的にコンピュータを 操作して 

いた。 早くできた児童は 印刷し答えを 確かめていたが ，座標を合わせるのに 苦労していた 

児童もいて，ここのところが 今後のソフト 作りの課題であ ると感じた。 はじめの問題がで 

きると，発展問題に 進めるが，「論理的」 は 考えが弱いため 発展問題までいってできた 児 

童が 8 人 1 問で終わった 児童が 2 人。 作図のしかたがわかったかということも 同様であ る。 

これらのことから ，仮説 アの 論理的に考えさせるところでの 工夫と，普段からの 論理的 

  思考力の養成に 努めておかなければならないという 課題が残った。 回 
今回模擬授業を 行った 10 名は， ( 図 2) 

図 2 からもわかるようにコンビュー 
                  - タを使， た字 甘に 倒するアンケート 

タ での学習経験はない。 そのた ，・・。 ， づで ，・，， 廿 ， t4a 

め 、 コンビュー タ の操作に戸惑 
            一 / での半片 は 楽し；       化     ；   

                一タ での 宇 甘は穏し カ     た ；   

う 子供がでるのではないかと 予 ， ・。 ， - 。 で。 ，ヰ 卸をまⅠ」 ぃ ；   

恕 していたが、 コンピュータを 
( お ) 

使った学習に 関して難しいと 答 

えたのは 1 人もいないくらいうまく 操作していた。 また，コンビュー タ での学習は楽しく ， 

またやりたいと 全員が答えているように ，仮説 イ であ げた「点対称な 形の作図をコンピュー 

タを 使ってかくことにより ，学習に関わろうとする 意欲と態度が 養われる」に 近づいたの 

ではないかと 思、 ぅ 。 
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V  研究の成果と 課題 

1 成果 

(1) 学校教育の中の 諸分野でコンピュータが 重要な関わりをもつことがわかった。 

(2) 教科 ( 算数科 ) の中での CAI 学習ソフトのいろいろな 活用のしかたがわかった。 

(3) 学習の道具としてコンピュータを 使うと児童が 意欲的に学習に 関わってくることがわかっ 

た」 0 

(4) コンピュータを 使った学習の 定着率は 80% であ った。 

(5) 子供たちは知識や 技能の獲得の 手段としてコンピュータを 操作したが，すぐにそれに   慣れ 

親しんでいた。 

2  課題 

Ⅲ 各学校で作成されたソフトを 生かすため沖縄県において CAI 学習ソフトのライブラリー 

を づ くる必要性があ る。 

(2) 個人に合った 授業をするためネットワークなどコンビュー タ の特性を十分生かした 授業実 

践の研究を深める。 

(3) さらに定着率を 上げるため子供の 実態を細かく 分析し ， 個々に合ったソフト 作りが必要で 

あ る。 

(4@  「自ら学ぶ」授業に 迫るコンピュータの 活用のしかたを 授業を通して 検証したい。 そのた 

め CA I 学習ソフトをつくるための 教材研究を深めて 行かなければならない。 

おわりに 

最後に今回の 研究にあ たり，相模原市立教育研究所の 川村先生。 筑波大学の中山教授，城南 

小学校の日高先生，浦添市教育委員会の 池田指導主事，宮城小学校の 伊 江 教科指導員 他 多くの 

先生方に，コンピュータ ，教材の面からご 指導頂きまして 心から感謝しております。 また， 研 

修の機会を与えてくださいました 浦添市教育委員会の 保久村教育長をはじめ ， 当 教育研究所の 

前田所長，諸兄 里 係長，いろいろお 世話くださった 教育研究所の 職員をはじめ ，研究員の皆様 

方 に心から感謝申しあ げます。 
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